
                       平成２８年度 博物館実習実施要項 
 
１ 実習の目的 

博物館実習は、学芸員志望者が博物館における諸業務を体験・実習することにより、理論と実践の統一を図り、
学芸員として必要な知識及び技術を習得することを目的とする。 

  （１）博物館全般にわたる理念を学び、認識を深める。 
  （２）学芸員としての自覚、使命感を学ぶ。 
  （３）学芸員として必要な専門的知識、技術を習得する。  
  （４）社会教育に携わる教育者としての基礎を学ぶ。 
 
２ 実習期間                                                              
      平成２８年７月２０日（水）から７月２４日（日）までの５日間 
 
３ 受入人数（定員） 
   ３０名                                                     

選 択 分 野       人 文 分 野 自 然 分 野 教育普及分野 
受 入 人 数       １０名 １０名 １０名 

                                                                                               
４ 実習内容 
    （１）共通実習 
        ①館長講話 ②学芸部長講話 ③人文分野 ④自然分野 ⑤教育普及分野  
    （２）選択分野別実習 

選択分野                         実習内容 
人文分野 
 

歴史資料の収集と取り扱い、民俗資料の収集と取り扱い  
美術品の収集と取り扱い、考古資料の収集と取り扱い、催し物体験 

自然分野 植物標本整理・製作、動物資料整理、地学資料整理、催し物体験 
教育普及分野 教育普及教材製作等、催し物体験 

（３）実習の概略（都合により変更の場合あり）   ※ＭＭＧ＝マイミュージアムギャラリー 
       （１日目） 共通実習（館長講話、学芸部長講話、自然・ＭＭ分野講義、自然展示室・特別展観覧、MMG

観覧） 
       （２日目） 共通実習（人文・教育普及分野講義、人文展示室観覧、企画展観覧）・選択分野別実習 
       （３日目） 選択分野別実習 
       （４日目） 選択分野別実習 
       （５日目） 選択分野別実習 
 
５  申込資格 

岐阜県内の高校を卒業した者または岐阜県内の大学に在学中の者で、博物館実習科目以外の学芸員資格
取得に必要な科目の単位を修得済みまたは本年度中に単位修得見込みのある大学生及び大学院生。 

 
６ 受 付 

（１） 受付期間 
平成２８年３月１５日（火）～４月３０日（土） （休館日を除く、時間 ９：３０～１６：００） 

 ※定員になり次第締切。 
    （２）受付方法 
       本人来館による受付（電話等による受付はしない） 
          ※ 事前に受付状況を電話またはホームページで確認し、電話にて博物館担当者と来館日時等につ

いて調整し、来館してください。なお、あらかじめ申込書に必要事項を記入の上、持参してください。 
             TEL 0575-28-3111(内線 307)   URL http://www.gifu-kenpaku.jp 
          ※受付時に選択分野の登録も行う（大学での専攻内容を考慮した登録が望ましい）。 
    （３）受付場所 

岐阜県博物館学芸部 
 

７ 課題作文の提出等 
・課題 1「これからの博物館に求められること」 
※1600 字以内(A4・1 枚)、4 月 30 日（土）提出締切(申込書と同時に提出するのが望ましい。) 

・課題 2「岐阜県博物館への提言」 
※別紙の講演会を１回以上聴講し、併せて当館の展示(特別展、常設展等)を見学した上で叙述する
こと。1600 字以内(A4・1 枚)、博物館実習第 1 日目オリエンテーション時に提出。 

 
８ 受入承認の流れ 

来館受付（４月末日まで） → 本人から大学に報告 → 大学から当館への依頼文書（返信用封筒
同封）送付（５月上旬） → 当館から受入承認文書送付（５月末） 

 
９ 問い合わせ先  
     岐阜県博物館 学芸部教育普及係 博物館実習担当：児山耕生 

   〒501-3941 岐阜県関市小屋名 1989（岐阜県百年公園内） 
   TEL0575-28-3111（内線 307）    Email:koyama-kosei@pref.gifu.lg.jp 

   ◎受付の際に入手した実習申込者の個人情報については、実習関係業務上必要な場合にのみこれを 
   使用します。 



(別紙) 
 
〇課題 2 にかかる講演会一覧 
 

３月１２日（土） 市民参加の生きもの調査のすすめ～モニタリングサイト 1000 里地調査について～ 

５月１４日（土） 地中深くから観る宇宙～ニュートリノから暗黒物質の正体に迫る～ 

５月２８日（土） 守護所から岐阜城へ～土岐・斎藤・織田の館と城～ 

６月１１日（土） 能の幽霊～世阿弥の作劇法と「幽霊」造形～ 

・開催日時・場所等詳細については、当館ＨＰを適宜参照。申込はいずれも２カ月前から、当

館ホームページまたは電話から。 

 
 


